
諮問事項② 

工事後工事後工事後工事後ののののモニタリングモニタリングモニタリングモニタリング計画計画計画計画のののの見直見直見直見直ししししについてについてについてについて    

 

工事後のモニタリング計画は，雨水浸透防止対策を講じた平成 21年度以降に実施するモニタリング内

容を取りまとめたもので，平成 20年１月 10日に策定して以来，これまで３回の改正を行って現在に至

っている。 

 

１１１１    見直見直見直見直しのしのしのしの背景背景背景背景    

（１）モニタリングデータの蓄積 

平成 21年度のモニタリング開始から 4年経過し，この間にデータが蓄積されてきたので，この蓄

積データを踏まえて，モニタリングの必要性，調査地点，調査項目，調査頻度等を点検する時期に

きていること 

 

（２）地元からの要望 

モニタリングの見直しを地元から要望されていること 

平成 24年 12月 17日付けの要望内容(抜粋) 

 

① 浸透水噴出による住民の不安を払拭するため，新たなモニタリング井戸の増設や現在利用し

ている井戸の管径を大きくし処分場の安定化を促進すること，また，処分場保有水の地下水推

定流を示すこと 

② 未規制化学物質に対する住民不安に対処するため，ポリカーボネートの分解により生成する

ビスフェノールＡや，ＶＯＣ等その他の健康被害物質のモニタリングを実施すること 

③ 環境モニタリングの結果と処分場の維持管理状況等について，定期的に住民説明会を開催す

ること 

 

（３）実施計画の変更 

実施計画の変更に際し，財団調査会から，下流側地下水モニタリング地点の見直しに関する意見

が出されたこと 

平成 25年２月７日に開催された財団調査会の審議結果 

 

 水質に係る場外モニタリング場所が少ないと思われる。下流側に，２地点程度のモニタリン

グ地点を追加し，状況を面的に把握することに努めること 

  財団調査会：環境省の委託を受けて産業廃棄物処理事業振興財団が開催，実施計画の技術的事項に

ついて調査審議，学識経験者９名で構成 

    

        



 

２２２２    見直見直見直見直しのしのしのしの目的目的目的目的    

１を踏まえて，モニタリング計画の必要な見直しを行い，モニタリングの目的を達成するためのよ

り効果的かつ効率的なモニタリング計画に改め，平成 26年度のモニタリングから適用する。 

 

３３３３    見直見直見直見直ししししにににに係係係係るるるるスケジュールスケジュールスケジュールスケジュール((((案案案案))))    

 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

評価委員会   ○    ○   ○   

①諮問   ○          

②見直し素案             

③見直し案             

④答申          ○   

①評価委員会委員長にモニタリング計画見直しを諮問 

   ②評価委員の意見を聴取・整理して，見直し素案を作成 

③見直し素案を審議 

④評価委員会の審議を踏まえて見直し素案を修正 

⑤見直し案を審議，必要な修正を加えて答申 



 
 

  

表１ 現在の工事後のモニタリング計画 

調査目的 調査名 調査地点数 調査箇所 調査頻度等

大気環境基準項目
指針値設定項目

塩化ﾋﾞﾆﾙ，1,3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ，ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ，ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ，ｸﾛﾛﾎﾙﾑ，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

硫化水素，塩化ﾒﾁﾙ，塩化ｴﾁﾙ，1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ，1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾌﾚｵﾝ12，ﾌﾚｵﾝ114，臭化ﾒﾁﾙ，ﾌﾚｵﾝ11，ﾌﾚｵﾝ113，四塩
化炭素，ﾄﾙｴﾝ，ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ，p,m-ｷｼﾚﾝ，o-ｷｼﾚﾝ，ｽﾁﾚﾝ，1,3,5-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,2,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,4-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ｱｾﾄｱ
ﾙﾃﾞﾋﾄﾞ，ﾒﾀﾝ，ｱﾝﾓﾆｱ，水銀及びその化合物

ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，塩化ﾋﾞﾆﾘﾃﾞﾝ，1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ｼｽ-1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ，ﾄﾗﾝｽ-1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟ
ﾛﾍﾟﾝ，1,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓｴﾀﾝ，1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,2,4-ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ﾍｷｻｸﾛﾛ-1,3-ﾌﾞﾀ
ｼﾞｴﾝ，ｴﾀﾝ

年１回

硫化水素連続調査 ３地点
処分場内敷地境界１
処分場内敷地境界２
村田第ニ中学校

通年
（２４時間連続）

総水銀，鉛，有機ﾘﾝ，六価ｸﾛﾑ，ﾋ素，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ，ﾎｳ素，ﾌｯ素，ｱﾝﾓﾆｱ，pH，BOD，浮遊物質量，
ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ(鉱油)，ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ(動植物油)，ﾌｪﾉｰﾙ含有量，銅含有量，亜鉛含有量，溶解性鉄含有量，溶解性ﾏﾝｶﾞﾝ含有量，ｸﾛ
ﾑ含有量，大腸菌群数

年４回

ダイオキシン類 年２回
ｱﾙｷﾙ水銀，ｶﾄﾞﾐｳﾑ，ｼｱﾝ，PCB，ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ，四塩化炭素，1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ，ﾁｳﾗﾑ，ｼﾏｼﾞﾝ，ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ，ｾﾚﾝ

年１回

その他項目 塩化物ｲｵﾝ，硫酸ｲｵﾝ，電気伝導率，透視度，水温，流量，無機体炭素，D0 年４回

鉛，六価ｸﾛﾑ，砒素，総水銀，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ，硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素，ﾎｳ素，ﾌｯ素，1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 年４回

ｶﾄﾞﾐｳﾑ，全ｼｱﾝ，ｱﾙｷﾙ水銀，PCB，ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ，四塩化炭素，1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,1,2-ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ，ﾁｳﾗﾑ，ｼﾏｼﾞﾝ，ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ，ｾﾚﾝ

年１回

環境基準生活環境項目 pH，BOD，浮遊物質量，DO，大腸菌群数

その他項目 塩化物イオン，硫酸イオン，電気伝導率，透視度，水温，流量，無機体炭素

総水銀，鉛，六価ｸﾛﾑ，ﾋ素，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ，塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 年４回

ｱﾙｷﾙ水銀，ｶﾄﾞﾐｳﾑ，全ｼｱﾝ，PCB，ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ，四塩化炭素，1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ，ﾁｳﾗﾑ，ｼﾏｼﾞﾝ，ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ，ｾﾚﾝ

年１回

BOD，水温，pH，電気伝導率，酸化還元電位，塩化物イオン，硫酸イオン，浮遊物質量，ﾎｳ素，ﾌｯ素，重炭酸イオン，硫
化物イオン

年４回

ダイオキシン類 年２回

発生ガス 発生ｶﾞｽ量，ﾒﾀﾝ，二酸化炭素，硫化水素，酸素，孔内温度（管頭下１ｍ），気象（気温，気圧）

浸透水 電気伝導率，酸化還元電位，塩化物イオン，硫酸イオン，透視度，水温，水位，ｐＨ

下流地下水状況調査 ２地点 Loc1A，Loc1B

放流水状況調査 １地点 放流水採取地点

地中温度調査 年４回

地下水位調査
通年

（１時間毎）

多機能性覆土状況調査 ２６地点

多機能性覆土施工箇所１３地点
A-1，A-2，A-3，A-4，A-5，A-6
B-1，B-2，B-3，B-4，B-5，B-6，B-7

多機能性覆土隣接地等１３地点

地表ガス調査 ５地点
平成22年度表層ガス調査において、比較的
高いガス濃度の硫化水素が検出された地点

バイオモニタリング ２地点
荒川上流
荒川下流

年４回
AOD試験*1による半数致死濃度
（*1:水族環境診断法：Aquatic Organisms evironment Diagnostics)

処分場内
村田町役場

放流水採取地点

荒川上流
荒川下流

浸透水　９地点
No3，No5
H16-3，H16-5，H16-6
H16-10，H16-11，H16-13，H17-15

地下水　４地点
Loc1A，Loc1B，Loc3
H17-19

No3，No5
H16-3，H16-5，H16-6
H16-10，H16-11，H16-13
H17-15
7-2, 7-4

廃棄物埋立区域内　９地点
No3，No5
H16-3，H16-5，H16-6
H16-10，H16-11，H16-13
H17-15

廃棄物埋立区域外　５地点
Loc1A，Loc1B，Loc3，Loc4
H17-19

発生ガス等調査
１１地点

調査項目

硫化水素，風向，風速

電気伝導率，酸化還元電位，塩化物イオン，硫酸イオン，透視度，水温，水位，ｐＨ

電気伝導率，酸化還元電位，塩化物イオン，硫酸イオン，透視度，水温，ｐＨ

その他項目

排水基準項目

環境基準項目

地下水等検査項目

月１回

年４回

１４地点

年４回

その他項目

年４回

１３地点

鉛直方向１ｍ毎の温度，帯水域の温度

地下水位，降雨量

硫化水素

処分場内廃棄物により
汚染された浸透水等の
地下水の拡散又はその
おそれの把握

浸透水及び地下水水質調査

放流水水質調査 １地点

処分場内の状況把握

河川水水質調査 ２地点

生活環境保全上の支障
の有無の把握

２地点大気環境調査



 

  

図 1 大気環境調査及

図 2 放流水及び河川水

大気環境調査及び硫化水素連続調査地点図 

河川水の水質調査，バイオモニタリング地点図地点図 

No.3

H16-11

H16-3

H16-5

H16-6

7-4

No.5

H16-10

図 3 浸透水及び地下水水質調査地点図

図 4 発生ガス等調査,下流地下水状況調査及

　　　　凡　例
●：発生ガス等調査地点
▲：下流地下水
　　・放流水調査地点

Loc.1BH16-5

Loc.1A

H17-15

放流水

7-2

H16-13

地下水水質調査地点図 

下流地下水状況調査及び放流水状況調査地点図 
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①～ ⑬：比較対照地点

凡

□：多機能性覆土範囲

●：多機能性覆土状況調査地点

①～ ⑬：比較対照地点
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図 5 地中温度及び地下水位調査地点図 

図 6 多機能性覆土状況調査地点図 

多機能性覆土範囲

多機能性覆土状況調査地点 
比較対照地点 

例 

多機能性覆土範囲

多機能性覆土状況調査地点 
比較対照地点 

例 

多機能性覆土範囲

多機能性覆土状況調査地点 
比較対照地点 

例 
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図 7 地表ガス調査地点図

凡例 

□□□□：地表ガス調査地点 

調査地点図 

 



 
 

 調査名称 項目等 H21 当初計画 H22 見直し H23 見直し 

大気調査 

項目 
過去の調査※項目(環境基準項目，有害大気汚染物質，悪臭物質，低沸点炭化水素)のうち，相対的に
高い濃度が測定された４６項目を選定 

  

地点 過去の調査地点３地点(場内，役場，仙南保健所)のうち２地点を選定   

頻度 過去の調査と同様に年４回  
定量下限値を一度も超えない１４項目は
年４回→年１回 

硫化水素連続調査 

項目 硫化水素   

地点 過去の調査地点と同じ３地点(敷地境界２カ所，村田二中)を選定   

頻度 過去の調査と同様に通年連続測定   

放流水調査 

項目 過去の調査項目と同様に放流水基準項目等の４６項目を選定 １項目（1,4-ジオキサン）を追加 ２項目（無機炭素，溶存酸素）を追加 

地点 過去の調査地点と同じ１地点を選定   

頻度 過去の調査と同様に年４回  
定量下限値を一度も超えない１４項目は
年４回→年１回 

河川水調査 

項目 過去の調査と同様に環境基準項目等の３７項目を選定 １項目（1,4-ジオキサン）を追加 １項目(無機炭素)を追加 

地点 過去の調査と同じ２地点(上流，下流)を選定   

頻度 過去の調査と同様に年４回(ダイオキシン類は年２回)  
定量下限値を一度も超えない１７項目は
年４回→年１回 

浸透水及び地下水水
質調査 

項目 過去の調査と同様に廃棄物処理法の地下水等検査項目基準，地下水環境基準の項目等３４項目を選定 
２項目（1,4-ジオキサン，塩化ビニ
ルモノマー）を追加 

２項目(重炭酸イオン，硫化物イオン)を
追加 

地点 
浸透水：過去の調査地点(１地点)を見直し，汚染状況，全体配置を考慮して９地点を選定 
地下水：過去の調査地点(３地点)を見直し，４地点(上流側２地点，下流側２地点)を選定 

  

頻度 過去の調査と同様に年４回(ダイオキシン類は年２回)  
定量下限値を一度も超えない１７項目は
年４回→年１回 

発生ガス等調査 

項目 過去の調査項目と同様に１５項目(発生ガス７項目，浸透水８項目)を選定   

地点 
過去の調査地点(７地点)を見直し，ガスの発生状況，浸透水調査との整合性，全体配置を考慮して１
１地点を選定 

  

頻度 過去の調査と同様に毎月   

下流地下水状況調査 

項目   
発生ガス等調査の浸透水調査項目と同じ
８項目 

地点   地下水調査の下流側調査地点の２地点 

頻度   毎月 

放流水状況調査 

項目   
発生ガス等調査の浸透水調査項目に準じ
た７項目 

地点   放流水調査と同じ１地点 

頻度   毎月 

地中温度調査 

項目 地中温度(１ｍ毎)   

地点 浸透水・地下水調査と同じ地点＋１地点(１４地点)   

頻度 処分場維持管理マニュアルに準拠して年４回   

地下水位調査 

項目 地下水位   

地点 過去の調査地点(１５地点)を見直し，浸透水・地下水調査と同じ地点＋１地点(１４地点)   

頻度 過去の調査と同様に１時間毎の連続測定   

多機能性覆土調査 

項目 硫化水素   

地点 多機能性覆土施工区域１３地点＋対照地点１３地点   

頻度 年４回   

地表ガス調査 

項目   硫化水素(多機能性覆土調査と同じ) 

地点   
Ｈ２２年度の表層ガス調査で，比較的高
濃度の硫化水素が検出された２箇所(５
地点) 

頻度   年４回 

表層ガス調査 

項目 硫化水素等   

地点 Ｈ１９年度に実施した表層ガス調査に準じた内容   

頻度 Ｈ２２年度に１回実施   

バイオモニタリング 

項目 ＡＯＤ   

地点 河川水調査と同じ２地点を選定   

頻度 年４回   

表２ 工事後のモニタリング計画 見直しの推移 

※ 過去の調査：平成１９年度以前に継続して実施していた調査 


